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就学援助費申請書の記入について 

１ 広島市に住所がある方（広島市で課税されている方）は、所得の証明書類は提出する必要はありません。（２ページ参照） 

２ この申請書は、令和７年度に兄弟姉妹が中学校と小学校に在学する場合、それぞれの学校に提出してください。 

３ 「世帯状況」の欄には、令和７年４月１日の時点で児童又は生徒と生計を同一にする者全員について記入してください。 

  原則、住民票を別にされている場合でも、実際に同居している方は全て生計同一として記入してください。 
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「新規」と「継続」の判断がつかない場合は、 

申請書（裏面）を参考にしてください。 

・「新規」の方は、通帳のコピー（銀行名・支店名・口座番号・カナ口座名義が

分かる部分のみ）を申請書の裏面に貼り付けて提出してください。 

・「継続」の方で口座を変更する場合も「新規」の方と同様に提出してください。 

・市外に住所があった方で、申請理 

由が９番の場合は、所得の証明書類 

を一緒に提出してください 

（令和６年１月１日時点又は令和７

年１月１日時点で高校生以下だった

方は不要です。）。 

・令和７年度分の証明書類は、６月 

以降に追加で学校に提出してくださ

い。 

令和６年・令和７年１月１日現在市外に住所がある方で、申請理由９番の場合は、

所得の証明書類を提出してください。 

新年度の学年 

＜ 記 入 例 ＞ 

小・中学校ごとに申請書を提出す

るので、この例では中学校にも別

途提出が必要になります。 

提出した日 

児童生徒が申請者と別居している場

合、生計に関する申立書が必要です 

（学校へお尋ねください。）。 

収入の有無について「○」をつけてください。 

・収入が全くなかった方は、「無」に「○」 

（遺族年金・障害年金・養育費は収入と 

して扱いません。） 

・収入があった方は、「有」に「○」 

申請者は父母のどちらでも可 

口座は申請者と同じ名義に限ります。 

「継続」の方で、前年度と同じ口座を用いる場

合でも、必ず記入してください。 

※振込先は日本国内で預金を取り扱う全ての金 

融機関の国内本支店を指定いただけます。 

 

全ての質問にチェックし、

「はい」の場合は世帯状況

欄に記入してください。 


